
１．平成18年９月中間期の業績（平成18年４月１日～平成18年９月30日） 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   86円32銭 

３．配当状況 

  
  

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業
績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
なお、上記予想に関する事項は添付資料の８ページを参照して下さい。 

  
平成平成平成平成１９１９１９１９年年年年３３３３月期月期月期月期    

  
個別中間財務諸表個別中間財務諸表個別中間財務諸表個別中間財務諸表のののの概概概概要要要要    

  
平成18年11月20日

上場会社名 株式会社マースエンジニアリング  上場取引所  東 
コード番号 ６４１９  本社所在都道府県  東京都 
(URL http://www.mars-eng.co.jp) 
代  表  者 役職名 代表取締役社長  氏名 松 波 明 宏 
問合せ先責任者 役職名 執行役員経理部長  氏名 佐 藤 敏 昭  ＴＥＬ  （03）3352 － 8555 
決算取締役会開催日 平成18年11月20日  配当支払開始日 平成18年12月８日 
単元株制度採用の有無 有（１単元 100株）     

(1）経営成績 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
  売上高 営業利益 経常利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
18年９月中間期 9,259 △32.0 995 △67.2 1,226 △61.4 
17年９月中間期 13,614 △4.9 3,033 △19.7 3,173 △18.1 
18年３月期 27,293   5,735   5,940  

  中間(当期)純利益 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

  百万円 ％ 円 銭
18年９月中間期 719 △43.5 33 65 
17年９月中間期 1,273 △43.4 56 09 
18年３月期 2,962   130 17 
（注）①期中平均株式数 18年９月中間期  21,390,385株 17年９月中間期 22,701,401株 18年３月期   22,184,593株 

②会計処理の方法の変更 無 

③売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率であります。 

 

(2）財政状態 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
  百万円 百万円 ％ 円 銭
18年９月中間期 34,135 29,709 87.0 1,388 90 
17年９月中間期 37,353 31,948 85.5 1,417 46 
18年３月期 34,707 29,614 85.3 1,380 99 
（注）①期末発行済株式数 18年９月中間期 21,390,385株 17年９月中間期 22,539,357株 18年３月期   21,390,385株

②期末自己株式数 18年９月中間期 1,329,615株 17年９月中間期 180,643株 18年３月期 1,329,615株

  

２．平成19年３月期の業績予想（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 
  売上高 経常利益 当期純利益 
    百万円  百万円  百万円
通 期 21,500   3,263   1,846  

・現金配当 １株当たり配当金（円） 
  第１四半期末 中間期末 第３四半期末 期末 その他 年間 
18年３月期 － 20.0 － 20.0 － 40.0 
19年３月期（実績） － 20.0 － － － 20.0 
19年３月期（予想） － － － 20.0 － 20.0 
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６．個別中間財務諸表等 
(1) 中間貸借対照表 

    前中間会計期間末 
(平成17年９月30日現在) 

当中間会計期間末 
(平成18年９月30日現在) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日現在) 

区分 注記 
番号 金額（千円） 構成比 

（％） 金額（千円） 構成比 
（％） 金額（千円） 構成比 

（％） 

（資産の部）                     

Ⅰ 流動資産              

１．現金及び預金   9,881,901   4,992,460   7,482,487   

２．受取手形 ※３  1,772,758   748,353   1,736,860   

３．売掛金   3,347,892     2,381,027     4,093,473     

４．有価証券   8,060,900   8,105,013   5,888,526   

５．たな卸資産   2,667,694   3,692,535   2,659,643   

６．その他   538,045   1,253,509   591,522   

貸倒引当金   △19,114   △9,907   △28,446   

流動資産合計     26,250,078 70.3  21,162,992 62.0   22,424,068 64.6 

Ⅱ 固定資産              

１．有形固定資産 ※１            

(1）建物   1,769,262   2,179,203   2,170,035   

(2）土地   1,855,750     1,855,750     1,855,750     

(3）その他   529,955   526,977   514,139   

有形固定資産合計   4,154,968   4,561,931   4,539,925   

２．無形固定資産   199,439   173,787   172,956   

３．投資その他の資産                     

(1）投資有価証券   1,082,182   2,166,239   1,777,091   

(2）関係会社株式   4,424,138   4,507,226   4,434,138   

(3）その他   1,362,543   1,696,622   1,498,553   

貸倒引当金   △119,999     △133,727     △139,271     

投資その他の資産
合計   6,748,865   8,236,361   7,570,512   

固定資産合計     11,103,274 29.7  12,972,080 38.0   12,283,395 35.4 

資産合計     37,353,352 100.0   34,135,072 100.0   34,707,463 100.0 
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    前中間会計期間末 
(平成17年９月30日現在) 

当中間会計期間末 
(平成18年９月30日現在) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日現在) 

区分 注記 
番号 金額（千円） 構成比 

（％） 金額（千円） 構成比 
（％） 金額（千円） 構成比 

（％） 

（負債の部）              

Ⅰ 流動負債              

１．支払手形  ※３  13,520     137,465     141,100     

２．買掛金   3,324,320   2,484,033   3,056,085   

３．未払法人税等   832,069   434,366   481,403   

４．賞与引当金   326,881   338,282   321,399   

５．その他 ※２ 232,072   307,798   402,825   

流動負債合計     4,728,863 12.7  3,701,945 10.9   4,402,813 12.7 

Ⅱ 固定負債              

１．役員退職慰労引当
金   541,461   582,771   560,581   

２．その他   134,331   141,200   129,200   

固定負債合計     675,793 1.8  723,971 2.1   689,781 2.0 

負債合計     5,404,656 14.5  4,425,916 13.0   5,092,595 14.7 
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    前中間会計期間末 
(平成17年９月30日現在) 

当中間会計期間末 
(平成18年９月30日現在) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成18年３月31日現在) 

区分 注記 
番号 金額（千円） 構成比 

（％） 金額（千円） 構成比 
（％） 金額（千円） 構成比 

（％） 

（資本の部）              

Ⅰ 資本金     7,934,100 21.2  － －   7,934,100 22.8 

Ⅱ 資本剰余金                     

１．資本準備金   8,371,830   －   8,371,830   

資本剰余金合計     8,371,830 22.4  － －   8,371,830 24.1 

Ⅲ 利益剰余金              

１．利益準備金   372,109   －   372,109   

２．任意積立金   4,600,000   －   4,600,000   

３．中間（当期）未処
分利益   10,957,488     －     12,196,121     

利益剰余金合計     15,929,597 42.7  － －   17,168,230 49.5 

Ⅳ その他有価証券評価
差額金     314,071 0.8  － －   379,923 1.1 

Ⅴ 自己株式     △600,903 △1.6  － －   △4,239,215 △12.2 

資本合計     31,948,695 85.5  － －   29,614,868 85.3 

負債・資本合計     37,353,352 100.0   － －   34,707,463 100.0 
               

（純資産の部）                    

Ⅰ 株主資本                     

１ 資本金     － －   7,934,100 23.3   － － 

２ 資本剰余金                    

(1）資本準備金   －     8,371,830     －    

資本剰余金合計     － －   8,371,830 24.5   － － 

３ 利益剰余金                    

(1）利益準備金   －     372,109     －    

(2）その他利益剰余
金                    

別途積立金   －     4,600,000     －    

繰越利益剰余金   －     12,413,071     －    

利益剰余金合計     － －   17,385,180 50.9   － － 

４ 自己株式     － －   △4,239,215 △12.4   － － 

株主資本合計     － －   29,451,895 86.3   － － 

Ⅱ 評価・換算差額等                     

１ その他有価証券評
価差額金     － －   257,260 0.7   － － 

評価・換算差額等合
計     － －   257,260 0.7   － － 

純資産合計     － －   29,709,156 87.0   － － 

負債純資産合計     － －   34,135,072 100.0   － － 
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(2) 中間損益計算書 

    
前中間会計期間 

（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度の 
要約損益計算書 

（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

区分 注記 
番号 金額（千円） 百分比 

（％） 金額（千円） 百分比 
（％） 金額（千円） 百分比 

（％） 

Ⅰ 売上高     13,614,135 100.0  9,259,701 100.0   27,293,442 100.0 

Ⅱ 売上原価     7,583,628 55.7  5,178,500 55.9   15,546,255 57.0 

売上総利益     6,030,506 44.3  4,081,201 44.1   11,747,187 43.0 

Ⅲ 販売費及び一般管理費     2,996,622 22.0   3,085,847 33.3   6,011,361 22.0 

営業利益     3,033,884 22.3  995,354 10.8   5,735,825 21.0 

Ⅳ 営業外収益 ※１   141,074 1.0  230,824 2.5   214,951 0.8 

Ⅴ 営業外費用 ※２   1,747 0.0  －    10,367 0.0 

経常利益     3,173,211 23.3  1,226,178 13.3   5,940,409 21.8 

Ⅵ 特別利益 ※３   26,594 0.2  19,892 0.2   148,563 0.5 

Ⅶ 特別損失 ※４   1,083,057 8.0  117,366 1.3   1,086,660 4.0 

税引前中間(当期)純
利益     2,116,748 15.5  1,128,704 12.2   5,002,311 18.3 

法人税、住民税及び
事業税   828,770   444,779   2,059,624   

法人税等調整額   14,731 843,502 6.2 △35,832 408,946 4.4 △19,979 2,039,644 7.5 

中間(当期)純利益     1,273,246 9.3  719,757 7.8   2,962,666 10.8 

前期繰越利益     9,684,241     －     9,684,241   

中間配当額     －   －    450,787  

中間(当期)未処分利
益     10,957,488   －    12,196,121  
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(3) 中間株主資本等変動計算書 
当中間会計期間（自平成18年４月１日 至平成18年９月30日） 

 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合
計 資本準備

金 
資本剰余
金合計 

利益準備
金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計 別途積立

金 
繰越利益剰
余金 

平成18年３月31日 残高 
（千円） 

7,934,100 8,371,830 8,371,830 372,109 4,600,000 12,196,121 17,168,230 △4,239,215 29,234,944 

中間会計期間中の変動額                  

剰余金の配当（千円）           △427,807 △427,807   △427,807 

役員賞与（千円）           △75,000 △75,000   △75,000 

中間純利益（千円）           719,757 719,757   719,757 

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額） 
（千円） 

                － 

中間会計期間中の変動額合計 
（千円） 

－ － － － － 216,950 216,950 － 216,950 

平成18年９月30日 残高 
（千円） 

7,934,100 8,371,830 8,371,830 372,109 4,600,000 12,413,071 17,385,180 △4,239,215 29,451,895 

 

評価・換算差額等 

純資産合計 その他有価証券
評価差額金 

評価・換算差額
等合計 

平成18年３月31日 残高 
（千円） 

379,923 379,923 29,614,868 

中間会計期間中の変動額      

剰余金の配当（千円）     △427,807 

役員賞与（千円）     △75,000 

中間純利益（千円）     719,757 

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額） 
（千円） 

△122,662 △122,662 △122,662 

中間会計期間中の変動額合計 
（千円） 

△122,662 △122,662 94,287 

平成18年３月31日 残高 
（千円） 

257,260 257,260 29,709,156 
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

項目 
前中間会計期間 

（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１．資産の評価基準及び評価
方法 

(1) 有価証券 
満期保有目的債券 
償却原価法（定額法） 

(1) 有価証券 
満期保有目的債券 

同左 

(1) 有価証券 
満期保有目的債券 

同左 
  子会社株式及び関連会社株式 

移動平均法による原価法 
子会社株式及び関連会社株式 

同左 
子会社株式及び関連会社株式 

同左 
  その他有価証券 

時価のあるもの 
 中間決算日の市場価格に基
づく時価法(評価差額は全部資
本直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算出) 

その他有価証券 
時価のあるもの 
 中間決算日の市場価格に基
づく時価法(評価差額は全部
純資産直入法により処理し、 
売却原価は移動平均法により 
算出) 

その他有価証券 
時価のあるもの 
 決算日の市場価格に基づく
時価法（評価差額は全部資本
直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算出） 

  時価のないもの 
移動平均法による原価法 

時価のないもの 
同左 

時価のないもの 
同左 

  (2) たな卸資産 
商品・製品・仕掛品・材料・
貯蔵品 
移動平均法による原価法 
  

(2) たな卸資産 
同左 

(2) たな卸資産 
同左 

２．固定資産の減価償却の方
法 

(1) 有形固定資産 
 定率法を採用しております。 
 ただし、平成10年４月１日以
降に取得した建物(附属設備を除
く)については、定額法を採用し
ております。 
 なお、主な耐用年数は以下の
とおりであります。 

(1) 有形固定資産 
同左 

(1) 有形固定資産 
同左 

  建物及び構築物 ３～60年
機械装置及び工具器具備品 
  ２～15年

    

  (2) 無形固定資産 
① 販売目的のソフトウェア 
 販売開始後３年以内の販売
見込数量に基づき償却してお
ります。ただし、その償却額
が残存有効期間に基づく均等
配分に満たない場合は、その
均等配分額を最低限として償
却しております。 

② その他 
 定額法を採用しておりま
す。なお、自社利用のソフト
ウェアについては社内におけ
る利用可能期間（５年）によ
り、また特許権については５
年で償却しております。 

(2) 無形固定資産 
① 販売目的のソフトウェア 
     同左 
  
  
  
  
  
        

② その他 
      同左 

(2) 無形固定資産 
① 販売目的のソフトウェア 
     同左 
  
  
  
  
  
  

② その他 
     同左 

  (3) 長期前払費用 
 期限内均等償却を採用してお
ります。 
  

(3) 長期前払費用 
 同左 

(3) 長期前払費用 
 同左 
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項目 
前中間会計期間 

（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

３．引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金 
 債権の貸倒れによる損失に備
えるため、一般債権については
貸倒実績率により、貸倒懸念債
権等特定の債権については個別
に回収可能性を検討し、回収不
能見込額を計上しております。 

(1) 貸倒引当金 
同左 

(1) 貸倒引当金 
同左 

  (2) 賞与引当金 
 従業員への賞与支給に備える
ため、支給見込額に基づき計上
しております。 

(2) 賞与引当金 
同左 

(2) 賞与引当金 
同左 

  (3）役員退職慰労引当金 
 役員に対する退職慰労金の支
払に備えるために、内規に基づ
く中間期末要支給額を計上して
おります。 

(3）役員退職慰労引当金 
             同左               

(3）役員退職慰労引当金 
             同左 

４．リース取引の処理方法  リース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理によっておりま
す。 
  

同左 同左 

５．その他中間財務諸表（財
務諸表）作成のための基本
となる重要な事項 

(1) 退職給付会計 
 従業員の退職給付に備えるた
め、当期末における退職給付債
務及び年金資産見込額に基づ
き、当中間会計期間末において
発生していると認められている
額を計上しております。 
 ただし、当中間会計期間末に
おける年金資産見込額は退職給
付債務見込額を超過しているた
め、前払年金費用（93,504 千
円）を投資その他の資産の「そ
の他」に計上しております。 
 数理計算上の差異は、各事業
年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の
年数(10年)による定額法により
按分した額をそれぞれ発生の翌
事業年度から費用処理しており
ます。 

(1) 退職給付会計 
 従業員の退職給付に備えるた
め、当期末における退職給付債
務及び年金資産見込額に基づ
き、当中間会計期間末において
発生していると認められている
額を計上しております。 
 ただし、当中間会計期間末に
おける年金資産見込額は退職給
付債務見込額を超過しているた
め、前払年金費用（83,009千
円）を投資その他の資産の「そ
の他」に計上しております。 
 数理計算上の差異は、各事業
年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の
年数(10年)による定額法により
按分した額をそれぞれ発生の翌
事業年度から費用処理しており
ます。 

(1) 退職給付会計 
 従業員の退職給付に備えるた
め、当事業年度末における退職
給付債務及び年金資産の見込額
に基づき計上しております。 
 ただし、当事業年度末におけ
る年金資産見込額は退職給付債
務見込額を超過しているため、
前払年金費用（82,604千円）
を、投資その他の資産に計上し
ております。 
 数理計算上の差異は、その発
生時の従業員の平均残存勤務期
間以内の一定の年数（10年）に
よる定額法により按分した額を
それぞれ発生の翌事業年度から
費用処理することとしておりま
す。 

  (2) 消費税等の会計処理 
 消費税及び地方消費税の会計
処理は、税抜方式によっており
ます。 
  

(2) 消費税等の会計処理 
同左 

(2) 消費税等の会計処理 
同左 
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更  

前中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 （固定資産の減損に係る会計基準）        ───────  （固定資産の減損に係る会計基準） 

  当中間会計期間より、固定資産の減損に係

る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基

準の設定に関する意見書」（企業会計審議会 

平成14年８月９日））及び「固定資産の減損

に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第６号  平成15年10月31日）を適

用しております。これにより損益に与える影

響はありません。 

     当事業年度より、固定資産の減損に係る会

計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の

設定に関する意見書」（企業会計審議会平成

14年８月９日））及び「固定資産の減損に係

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第6号 平成15年10月31日）を適用してお

ります。これにより損益に与える影響はあり

ません。 

       ───────  (貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準） 

 当中間会計期間より、「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準」（企業会計

基準第５号 平成17年12月９日）及び「貸借

対照表の純資産の部の表示に関する会計基準

等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８

号平成17年12月９日）を適用しております。 

 これまでの資本の部の合計に相当する金額

は29,709,156千円であります。 

 なお、当中間会計期間における中間貸借対

照表の純資産の部については、中間財務諸表

等規則の改正に伴い、改正後の中間財務諸表 

等規則により作成しております。 

       ───────  

       ───────  （会計方針の変更） 

当中間会計期間より、「役員賞与に関する会

計基準」（企業会計基準第４号 平成17年11

月29日）を適用しております。 

 これにより営業利益、経常利益及び税引前

中間純利益は、それぞれ28,000千円減少して

おります。 

       ───────  
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注記事項 
（中間貸借対照表関係） 

  
  
（中間損益計算書関係） 

（中間株主資本等変動計算書関係） 
当中間会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 
自己株式の種類及び株式数に関する事項 

前中間会計期間末 
（平成17年９月30日現在） 

当中間会計期間末 
（平成18年９月30日現在） 

前事業年度末 
（平成18年３月31日現在） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 
         3,653,394千円 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 
4,000,125千円 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 
   3,824,750千円 

※２．消費税等の取扱い 
 仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺
のうえ、流動負債の「その他」に含めて
表示しております。 

※２．消費税等の取扱い 
 仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺
のうえ、流動資産の「その他」に含めて
表示しております。 

※２．     ───── 

※３．     ─────- 
  

※３．中間期末日満期手形 
   中間期末日満期手形の会計処理は、手 
  形交換日をもって決済処理しております 
  。なお、当中間会計期間の末日は金融機 
  関の休日であったため、次の中間期末日 
  満期手形が中間期末残高に含まれており 
  ます。                
   受取手形        119,949千円 
   支払手形             5,560千円 

※３．     ───── 

 ４．偶発債務 
 金融機関からの借入金に対する保証 
リース債務保証 
㈱マースコーポレーション 

         1,297,894千円 
㈱マーステクノサイエンス 

         247,875千円 

 ４．偶発債務 
 金融機関からの借入金に対する保証 
リース債務保証 
㈱マースコーポレーション 

   474,252千円 
  

  

 ４．偶発債務 
 金融機関からの借入金に対する保証 
リース債務保証 
㈱マースコーポレーション 

822,597千円 
㈱マーステクノサイエンス 

43,276千円 

前中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

※１．営業外収益のうち主要なもの ※１．営業外収益のうち主要なもの ※１．営業外収益のうち主要なもの 
受取利息      1,296千円
有価証券利息     11,536千円
受取配当金    117,011千円

受取利息 4,118千円
有価証券利息  13,952千円
受取配当金 200,887千円

受取利息 3,751千円
有価証券利息 64,005千円
受取配当金 120,484千円

※２．営業外費用のうち主要なもの ※２．     ───── ※２．営業外費用のうち主要なもの 
自己株式買取手数料      1,747千円              自己株式買取手数料  9,289千円

※３．特別利益のうち主要なもの ※３．特別利益のうち主要なもの ※３．特別利益のうち主要なもの 

投資有価証券償還益   26,594千円 貸倒引当金戻入益 19,892千円 投資有価証券償還益 143,478千円

※４．特別損失のうち主要なもの ※４．特別損失のうち主要なもの ※４．特別損失のうち主要なもの 
固定資産売却損  

土地  1,083,013千円
たな卸資産廃棄損 49,185千円
投資有価証券評価損 45,684千円
投資有価証券償還損 21,575千円

固定資産売却損           

土地 1,083,013千円

 ５．減価償却実施額  ５．減価償却実施額  ５．減価償却実施額 
有形固定資産    129,098千円
無形固定資産    30,098千円

有形固定資産 189,224千円
無形固定資産 33,739千円

有形固定資産 312,799千円
無形固定資産 65,931千円

 
前事業年度末株式数 

（株） 
当中間会計期間増加
株式数（株） 

当中間会計期間減少
株式数（株） 

当中間会計期間末株
式数（株） 

普通株式 1,329,615 － － 1,329,615 

合計 1,329,615 － － 1,329,615 
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① リース取引 

② 有価証券 
 前中間会計期間、当中間会計期間及び前事業年度のいずれにおいても子会社株式及び関連会社株式で時価のある
ものはありません。 

前中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認
められるもの以外のファイナンス・リース取
引 

       ───────  リース物件の所有権が借主に移転すると認
められるもの以外のファイナンス・リース取
引 

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却
累計額相当額及び中間期末残高相当額 

  １．リース物件の取得価額相当額、減価償却
累計額相当額及び期末残高相当額 

  

取得価
額相当
額 
(千円) 

減価償
却累計
額相当
額 
(千円) 

中間期
末残高
相当額 
(千円) 

有形固定資
産のその他 5,151 4,980 171 

 

 

取得価
額相当
額 
(千円) 

減価償
却累計
額相当
額 
(千円) 

期末残
高相当
額 
(千円) 

有形固定資
産のその他 － － － 

２．未経過リース料中間期末残高相当額   ２．未経過リース料期末残高相当額 
１年内 180千円
１年超    －千円

合計     180千円

  １年内 －千円
１年超 －千円

合計 －千円

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支
払利息相当額 

  ３．支払リース料、減価償却費相当額及び支
払利息相当額 

支払リース料      3,779千円
減価償却費相当額      3,381千円
支払利息相当額    21千円

  支払リース料 3,960千円
減価償却費相当額 3,553千円
支払利息相当額 22千円

４．減価償却費相当額の算定方法 
 リース期間を耐用年数とし、残存価額を
零とする定額法によっております。 

  
  

４．減価償却費相当額の算定方法 
同左 

５．利息相当額の算定方法 
 リース料総額とリース物件の取得価額相
当額との差額を利息相当額とし、各期への
配分方法については、利息法によっており
ます。 

  
  

５．利息相当額の算定方法 
同左 

オペレーティング・リース取引 
未経過リース料 

オペレーティング・リース取引 
未経過リース料 

オペレーティング・リース取引 
未経過リース料 

１年内      1,003千円
１年超      835千円

合計 
  

     1,838千円
 

１年内       835千円
１年超         －千円

合計 
  

          835千円
 

１年内 1,003千円
１年超 334千円

合計 
  

1,337千円
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（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎
は、以下のとおりであります。 

前中間会計期間 
 （自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
 （自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
 （自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,417.46円
１株当たり中間純利益 56.09円
潜在株式調整後１株 
当たり中間純利益 

    56.06円

１株当たり純資産額 1,388.90円
１株当たり中間純利益      33.65円
潜在株式調整後１株 
当たり中間純利益 

       33.61円

１株当たり純資産額 1,380.99円
１株当たり当期純利益 130.17円
潜在株式調整後１株 
当たり当期純利益 

129.84円

  
前中間会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

１株当たり中間（当期）純利益金額       

 中間（当期）純利益（千円） 1,273,246 719,757 2,962,666 

 普通株主に帰属しない金額（千円） － － 75,000 

 （うち利益処分による役員賞与金） (－) (－) (75,000) 

 普通株式に係る中間（当期）純利益 
 （千円） 

1,273,246 719,757 2,887,666 

 期中平均株式数（株） 22,701,401 21,390,385 22,184,593 

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益
金額 

      

 中間（当期）純利益調整額（千円） － － － 

 普通株式増加数（株） 12,619 26,982 56,390 

（うちストックオプションに係る潜在株式） (12,619) (26,982) (56,390) 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり中間（当期）純利益金額の算定に含め
なかった潜在株式の概要 

－ － － 
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（重要な後発事象） 

前中間会計期間 
（自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

 当社は、平成17年11月30日開催の取締役会
において、商法211条ノ３第１項第２号の規
定に基づき、自己株式を取得することを決議
いたしました。 
 
  
（1）理由     経営環境の変化に対応  
                  した機動的な資本政策を 
                  遂行するため 
 (2) 取得する     普通株式 
     株式の種類 
  
（3）取得する    1,200,000株 
   株式の数   （上限） 
  
（4）株式の取得   3,600,000千円 
     額の総額   （上限） 
  
（5）自己株式の   平成17年12月1日から 
     取得日程    平成18年２月28日まで 

 当社は、平成18年10月10日開催の取締役会
において、会社法第165条第３項の規定によ
り読み替えて適用される同法第156条の規定
に基づき、自己株式を取得することを決議い
たしました。 
  
（1）理由     経営環境の変化に対応  
                  した機動的な資本政策を 
                  遂行するため 
 (2) 取得する     普通株式 
     株式の種類 
  
（3）取得する    1,200,000株 
   株式の数   （上限） 
  
（4）株式の取得   3,000,000千円 
     額の総額   （上限） 
  
（5）自己株式の   平成18年10月11日から 
     取得日程    平成18年12月28日まで 

      ──────── 
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